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26． 鋼船規則 C 編及 び CS 編 に お け る改正点 の解 説

（舵頭材及び ピン トル の ベ ア リン グク リア ラ ンス ）

t．　は じめに

　2012 年 11 月 15 日付
一

部改正 に よ り改正 され て い

る鋼船 規則 C編及 び CS編 中，舵頭材 及び ピ ン トル の

ベ ア リ ン グ ク リ ア ラ ン ス に 関す る事項に つ い て ，そ

の 内容 を解説す る。なお，本改正 は，2012年 11月 15

日か ら適用 され て い る 。

2． 改正 の背景

　 IACS は ， 舵 及 び船 尾 材 に 関す る要 件 を定 め た

IACS 統一
規則 S10にお い て ，非金属材料 を用 い た ベ

ア リ ン グ の ク リア ラ ン ス の 最小値 を規定 して い る 。

　 しか し， 非金属 ベ ア リ ン グ の 中 に は当該統
一

規 則

に規 定す る ベ ア リ ン グク リ ア ラ ン ス の 最小 値 よ りも

小 さな間 隙 下 で も有効 に機能す る もの が あ る。

　上 記を考慮 し，IACS は，ベ ア リ ン グ製造者の 推奨

する 設計仕様 に適合 し，か つ 十分な使用実績があ る

こ とを書 類 で 確認 で き る こ とを条件 に ，規定 さ れ る

最小値 よ りも小 さい ク リ ア ラ ン ス を認め る こ とが で

きる旨を当該統一
規 則 に追加 し，2012年 3月 に IACS

統一
規 則 S10 （Rev．3）として採択 した。

　 こ の ため，IACS 統
一

規則 S10（Rev．3）に基 づ き，

関連規定を改め た 。

3． 改正 の 内容

　鋼 船規 則 C 編 3．9．3 及 び CS 編 3．10．3にお い て
， 非

金属材料 を用 い た ベ ア リ ン グに対 して，ベ ア リ ン グ

製造者の 推奨する 設計仕様 に適合 し，か つ 十分 な使

用実績がある こ とを書類で確認で きる 場合，規定よ

りも小 さい ベ ア リ ン グ ク リ ア ラ ン ス とする こ とが で

きる 旨の 規定 を追加 した 。

　なお ，十分 な使用実績に つ い て は ，既に承認 さ れ

た経験 の ある ベ ア リ ン グ を製作 して い る ベ ア リ ン グ

製造 者が新 しい ベ ア リ ン グを製作する場合は
， 既 に

承認 され て い る類 似 の ベ ア リ ン グ の 使用実績を考慮

す る こ とで 差 し支 えな く，また，新規 参入 の 製 造者

に つ い て は ， まず は 規則 に 定 め る 最小値 で あ る

1．5mm よ り大 き い ク リア ラ ン ス の み を認め，当該ベ

ア リ ン グ に つ い て の 十 分 な 実 績 が 得 られ た 後，

1．5mm よ りも小 さい ク リア ラ ン ス も認 め る とい う取

扱 い と す る 。

　　 27． 鋼船規則検査要領 C 編にお け る改正 点の解説

（独 立型 タ ン ク を有する タ ン カ
ー

の 交通及 び点検用 ス ペ
ー

ス ）

1． は じめに

　2012 年 6 月 15 日付
一

部改正 に よ り改正 され て い る

鋼船規則検査 要領 C 編 中，独立型 タ ン ク を有す る タ

ン カ ーの 交通及び点検用ス ペ ース に 関する事項に つ

い て ，そ の 内容を解説す る 。 なお ，本改 正 は，2012

年 12月 15 日以 降に建造契約が行われ る船舶に 適用 さ

れ て い る 。

2． 改正 の 背景

　鋼船規則 C 編35 章 で は点検設備 に つ い て 規定 し て

い る 。 しか し な が ら
， 独 立 型 タ ン ク を有する タ ン カ

ー （ア ス フ ァ ル トタ ン カー等）の ホ ール ドス ペ ース

に関 し ，
ホ ー

ル ドス ペ ー
ス へ の 交通 の ため の 開口 並

び に ホ ー
ル ドス ペ ー

ス 内の 交通及 び点検の た め の 間

隙 に つ い て ，そ の 最小 値 は 明確に規 定 され て い な い 。

そ の た め，こ れ ま で は 同様 の 用途 で ある一体型 タ ン

ク を有す る 油 タ ン カ ー及び独 立 型 タ ン ク を有す る液

化 ガ ス ば ら積船の 規定 を準用 し，個 々 の ケ
ー

ス に つ

い て対応 して きた 。

　そ の ため ，独立 型 タ ン ク を有 す る タ ン カ
ー

の ホ
ー

ル ドス ペ ー
ス 内へ の 交通の ため の 開口 並 び に ホ

ー
ル

ドス ペ ー
ス 内 の 交 通及 び点検 の ため の 間隙 に関す る

要件 に つ い て ，
一体型 タ ン クを有する油 タ ン カ ー

の

固定点検設備，危険化学品ば ら積 船 の 開 口 寸法 及 び

独立型 タ ン クを有す る液化 ガ ス ば ら積 船 の ホ
ー

ル ド

ス ペ ース に 関する 規定 を参考に ，当該要件 を明確に

すべ く関連規定 を改めた 。 なお ，国際航海に従事 し

な い 日本籍船舶 に あ っ て は，貨物 タ ン ク周 囲 の 最小

寸法 に 関す る 規定 も参考 とし，関連規 定 を改 め た 。

3， 改正 の 内容

　改正点は以下 の とお りとな っ て い る。

（1）鋼船規則検査 要領 C 編 C35 ．1．2−2．，　 C35．1．3・3．及

一 30 一
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